
第 号

～

有

有 該当

有

 有（　　　カラオケボックス　　　　左記以外　） 無

■「要請地域区分」については、上記「施設の所在地」に応じて、該当する箇所にチェック（✔）を入れてください。

＜協力内容＞

※上記の「営業時間」「協力内容（その１）」「協力内容（その２）」までは、すべてにチェック（✔）が入る必要があります。

※協力日数は、１８日で固定となります。計算シートへ転記してください。

１８日間
９月１３日（月）～
９月３０日（木）

協力日数

酒類の提供（利用者による酒類
の店内持ち込みを含む）は、
11:00～19:00までとした。
（従前から提供していない場合を含む。）

飲食を主として業としている店
舗の場合は、カラオケ設備の利
用を終日自粛した。
（休業した場合を含む。）

営業時間

協力内容
（その３）

協力内容
（その３）

飲食を主として業としている店
舗の場合は、カラオケ設備の利
用を終日自粛した。
（休業した場合を含む。）

5:00～20:00を超えないよう
時短営業した。
（休業した場合を含む。）

協力内容
（その１）

協力内容
（その１）

協力内容
（その２）

酒類の提供（利用者による酒類
の店内持ち込みを含む）は、
終日行わなかった。
（従前から提供していない場合を含む。）

協力内容
（その２）

5:00～20:00を超えないよう
時短営業した。
（休業した場合を含む。）

無（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

高梁市、新見市、瀬戸内市、
美作市、和気町、里庄町、新庄村、鏡
野町、西粟倉村、吉備中央町

措置区域以外

従前の営業時間は、
5:00～20:00を超えている。

要請地域区分

措置区域

措置区域 措置区域以外

岡山市、倉敷市、津山市、玉野市、
笠岡市、井原市、総社市、備前市、
赤磐市、真庭市、浅口市、早島町、
矢掛町、勝央町、奈義町、久米南町、
美咲町

従前の営業時間は、
5:00～20:00を超えている。

営業時間

営業時間外の超過営業

元々の営業時間

テイクアウト・デリバリー

（売上高参照時点）
※

施設の所在地

無

定休日

免税事業者（売上

高参照時点）※
時短・休業要請前の

営業内容

無

施設名称（店舗名等）

施設No.

電話番号

郵便番号

営業許可番号

カラオケ設備

酒類の提供
※

施設ごとの協力内容について（施設に関する情報）

※この様式は施設ごとに作成してください。

※協力金の対象になるためには、元々の営業時間が５～２０時を超えている必要があります。

第７期 様式第３号

※「売上高参照時点」は、協力金の計算時に用いた参照月又は参照年の時点となります。（１年未満の開業は時短要請時点）

上記の「要請地域区分」に応じ、下記の「協力内容」についてチェック（✔）を入れてください。

※協力内容（その３）は、上記カラオケ設備「有（左記以外）」にチェック（✔）を入れた場合のみ、記入してください。



■該当する区域に「〇」を記入してください。

円 円

× ×

日 日

円 円

ア 円 ア 円

イ 円 イ 円

ウ 円 オ 円

エ 円 カ 円

日 日

円 円

売上高からテイクアウト・デリバリー分を除いている。

売上高から消費税を除いている（課税事業者のみ）。

■提出前に確認し、チェック（✔）を記入してください。（支給額の計算が必要な場合のみ）

下限3万円、上限10万円 下限2万5,000円、上限7万5,000円

１日あたりの
売上高の４割

１日あたりの
売上高の３割

１日あたりの協力金
支給申請額

１日あたりの協力金
支給申請額

参照月の１日あたりの売上高 参照月の１日あたりの売上高

参照年の９月の売上高（税抜） 参照年の９月の売上高（税抜）

令和２年

売上高を参照する年 売上高を参照する年

令和元年 令和２年令和元年

協力日数 協力日数

支給申請額 支給申請額

申請する施設の飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を
除く）の令和元年又は令和２年のいずれかの年におけ
る、９月の売上高（税抜）は225万円（1 日あたり
7万5,000円）を超えますか？

申請する施設の飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を
除く）の令和元年又は令和２年のいずれかの年におけ
る、９月の売上高（税抜）は249万9,990円
（1 日あたり８万３,３３３円）を超えますか？

１日あたりの協力金 １日あたりの協力金

30,000 25,000

措置区域 措置区域以外

施設ごとの協力金支給申請額計算シート

施設№ 施設名称（店舗名等）

×

支給申請額（千円単位）

×

支給申請額（千円単位）

協力日数 協力日数

第７期・別紙１

令和元年又は令和２年の９月の合計売上高を基準に計算
（中小企業等用） ※大企業は選択不可

いいえはい いいえはい

支給額の計算が必要です。

施設ごとの飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を除く）の売上高（税抜）を記入してください。

※令和元年又は令和２年の９月の売上高（税抜）を確認する書類の提出が必要となります。

※どちらかに〇を記入してください。

ア÷30日 ※１円未満切り上げ

※カは、オの千円未満を切り上げ※エは、ウの千円未満を切り上げ

イ×0.3※１円未満切り上げイ×0.4※１円未満切り上げ

ア÷30日 ※１円未満切り上げ

※どちらかに〇を記入してください。

エ×協力日数 カ×協力日数

※下限と

なります。

※下限と

なります。



■該当する区域に「〇」を記入してください。

円 円

× ×

日 日

円 円

ア 円 ア 円

イ 円 イ 円

ウ 円 オ 円

エ 円 カ 円

日 日

円 円

売上高からテイクアウト・デリバリー分を除いている。

売上高から消費税を除いている（課税事業者のみ）。

■提出前に確認し、チェック（✔）を記入してください。（支給額の計算が必要な場合のみ）

１日あたりの協力金
支給申請額

１日あたりの協力金
支給申請額

下限3万円、上限10万円 下限2万5,000円、上限7万5,000円

× ×

支給申請額（千円単位） 支給申請額（千円単位）

協力日数 協力日数

１日あたりの
売上高の４割

１日あたりの
売上高の３割

参照年の１日あたりの売上高 参照年の１日あたりの売上高

令和２年

参照年の年間売上高（税抜） 参照年の年間売上高（税抜）

令和元年 令和２年 令和元年

支給申請額

売上高を参照する年 売上高を参照する年

施設ごとの協力金支給申請額計算シート

施設№ 施設名称（店舗名等）

措置区域 措置区域以外

申請する施設の飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を
除く）の令和元年又は令和２年のいずれかにおける、年
間売上高（税抜）の合計は2,737万5,000円（令和元
年）又は2,745万円（令和２年）を超えますか？

申請する施設の飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を
除く）の令和元年又は令和２年のいずれかにおける、年
間売上高（税抜）の合計は3,041万6,545円（令和元
年）又は3,049万9,878円（令和２年）を超えますか？

１日あたりの協力金 １日あたりの協力金

30,000 25,000

協力日数 協力日数

支給申請額

第７期・別紙２

令和元年又は令和２年の年間売上高を基準に計算
（中小企業等用） ※大企業は選択不可

いいえはい いいえはい

支給額の計算が必要です。

施設ごとの飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を除く）の売上高（税抜）を記入してください。

※令和元年又は令和２年の年間売上高（税抜）を確認する書類の提出が必要となります。

※どちらかに〇を記入してください。

※カは、オの千円未満を切り上げ※エは、ウの千円未満を切り上げ

イ×0.3※１円未満切り上げイ×0.4※１円未満切り上げ

ア÷365日（R2は366日）※１円未満切り上げ

※どちらかに〇を記入してください。

ア÷365日（R2は366日）※１円未満切り上げ

エ×協力日数 カ×協力日数

※下限と

なります。

※下限と

なります。



支給額の計算が必要です。

施設ごとの飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を除く）の売上高（税抜）を記入してください。

ア 入力例「2021/4/1」

イ 円 ÷ ウ 日 ＝ エ 円

■該当する区域に「〇」を記入してください。

エ 円 エ 円

オ 円 キ 円

カ 円 ク 円

日 日

円 円

売上高からテイクアウト・デリバリー分を除いている。

売上高から消費税を除いている（課税事業者のみ）。

■提出前に確認し、チェック（✔）を記入してください。

下限3万円、上限10万円 下限2万5,000円、上限7万5,000円

× ×

支給申請額（千円単位）

協力日数協力日数

支給申請額（千円単位）

１日あたりの
売上高の３割

１日あたりの
売上高の４割

１日あたりの
協力金支給申請額

１日あたりの
協力金支給申請額

開業日から要請日前日
までの１日あたりの売上高

開業日から要請日前日
までの１日あたりの売上高

措置区域 措置区域以外

１円未満
切り上げ

要請日前日 2021/9/12

申請施設の開業日を入力してください。

開業日から要請日前日
までの売上高（税抜）

開業日から要請日前日
までの１日あたりの売上高

施設ごとの協力金支給申請額計算シート

施設№ 施設名称（店舗名等）

第７期・別紙３－１

【施設開業後１年未満の場合】開業日から要請日前日までの売上高で計算
（中小企業等用） ※大企業は選択不可

エ×0.4※１円未満切り上げ エ×0.3※１円未満切り上げ

※クは、キの千円未満を切り上げ

※売上高（税抜）を確認する書類

の提出が必要となります。

上記の開業日～要請前日の日数（定休日、休業日

含む）を記入してください。

※カは、オの千円未満を切り上げ

カ×協力日数 ク×協力日数



支給額の計算が必要です。

施設ごとの飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を除く）の売上高（税抜）を記入してください。

ア 入力例「2021/4/1」

イ 日

ウ 日

エ 円 オ 円 カ 円

キ 日

ク 円

■該当する区域に「〇」を記入してください。

ク 円 ク 円

ケ 円 サ 円

コ 円 シ 円

日 日

円 円

売上高からテイクアウト・デリバリー分を除いている。

売上高から消費税を除いている（課税事業者のみ）。

■提出前に確認し、チェック（✔）を記入してください。

開業日から要請日前日
までの１日あたりの売上高

下限2万5,000円、上限7万5,000円

１日あたりの
売上高の３割
１日あたりの

協力金支給申請額

開業日から要請日前日
までの１日あたりの売上高

１日あたりの
売上高の４割
１日あたりの

協力金支給申請額

協力日数 協力日数

支給申請額（千円単位） 支給申請額（千円単位）

下限3万円、上限10万円

差し引き売上高

開業日から要請日前日
までの１日あたりの売上高

上記時短・休業要請に応じた
期間（ウ）の売上高（税抜）ー

開業日から要請日前日
までの売上高（税抜）

措置区域 措置区域以外

×

申請施設の開業日

要請日前日

施設名称（店舗名等）

2021/9/12

第６期①

8/14～
19

岡山市・
倉敷市

6日間

協力日数

18日間
最大期間 14日間 （１期あり）

15日間
協力日数

計

＝

10日間 24日間10日間20日間

8/20～
9/12

6/21～
30

6/1～
20（１期あり）

5/17～31

5/14～31
8/4～

13

全県全県 岡山市のみ

第５期

岡山市北
区の一部

期間
5/3～

16

エリア

要請区分 第１期

×

第６期②

施設ごとの協力金支給申請額計算シート

施設№

全県岡山市のみ

第２期 第３期 第４期

第７期・別紙３－２

【施設開業後１年未満の場合】開業日から要請日前日までの売上高で計算
（これまでの県の時短・休業要請に応じた期間を除く）（中小企業等用） ※大企業は選択不可

※エ、オについては、売上高

（税抜）を確認する書類の提出

が必要となります。

開業日～要請前日

の日数（定休日、

休業日含む）を記

入してください。

※県の時短・休業要請に対して、実際に協力に応じた日数を記入してください。

※休業の場合は０と記載

（カ÷キ）

※１円未満切り上げ 差し引き（イ－ウ）

ク×0.4 ※１円未満切り上げ ク×0.3 ※１円未満切り上げ

※シは、サの千円未満を切り上げ※コは、ケの千円未満を切り上げ

コ×協力日数 シ×協力日数



支給額の計算が必要です。

施設ごとの飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を除く）の売上高（税抜）を記入してください。

ア 円 イ 円 ウ 円

エ 円 オ 円

カ 円 キ 円

■該当する区域に「〇」を記入してください。

キ 円 カ 円

キ 円

ク 円

ケ 円

日

日

円 円

売上高からテイクアウト・デリバリー分を除いている。

売上高から消費税を除いている（課税事業者のみ）。

■提出前に確認し、チェック（✔）を記入してください。

措置区域以外措置区域

１日あたりの
売上高減少額の４割

１日あたりの協力金
支給申請額

１日あたりの売上高の３割

１日あたりの売上高減少額の４割

上限20万円 １日あたりの協力金支給申請額

売上高減少額
－ ＝

参照月の１日あたりの売上高 １日あたりの売上高減少額

参照年の９月の売上高（税抜） 令和３年９月の売上高（税抜）

申請する施設の飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を除く）の令和元年又は令和２年のいずれかの９月の売上高（税
抜）と比べて、令和３年９月の売上高（税抜）は減少していますか？

施設ごとの協力金支給申請額計算シート

施設№ 施設名称（店舗名等）

売上高を参照する年 令和元年 令和２年

１日あたりの売上高の３割 １日あたりの売上高減少額の４割

上限20万円協力日数

×

×

支給申請額（千円単位）

協力日数

支給申請額（千円単位）

第７期・別紙４

【大企業用】令和元年又は令和２年いずれかの９月と比べて

令和３年の９月の売上高減少額を基準に計算（中小企業等も選択可能）

ウ÷30日※１円未満切り上げ

オ×0.4※１円未満切り上げエ×0.3※１円未満切り上げ

いいえはい

※参照する年の９月及び令和３年９月の売上高（税抜）を確認する書類の提出が必要となります。

大企業の方は申請できません。

中小企業等の方は売上高方式 （別紙１～ ３－１，３－２）により計算してください。

ケは、カとキのうちいずれか低い額（千円未満切り上げ）

※クはキの千円未満を切り上げ

※どちらかに〇を記入してください。

ア÷30日※１円未満切り上げ

ク×協力日数 ケ×協力日数



支給額の計算が必要です。

施設ごとの飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を除く）の売上高（税抜）を記入してください。

ア 入力例「2021/4/1」

イ 円 ÷ ウ 日 ＝ エ 円

オ 円

カ 円 キ 円

ク 円

ケ 円

コ 円 サ 円

コ 円 サ 円

日 日

円 円

売上高からテイクアウト・デリバリー分を除いている。

売上高から消費税を除いている（課税事業者のみ）。

■提出前に確認し、チェック（✔）を記入してください。

申請施設の開業日を入力してください。

施設ごとの協力金支給申請額計算シート

施設№ 施設名称（店舗名等）

要請日前日 2021/9/12

開業日から要請日前日
までの売上高（税抜）

開業日から要請日前日
までの１日あたりの売上高

１日あたりの売上高減少額

開業日から要請日前日
までの１日あたりの

売上高の３割

令和３年９月の
一日あたりの売上高

令和３年９月の売上高（税抜）

１日あたりの協力金
支給申請額

上限20万円

１日あたりの協力金
支給申請額

上限20万円

１日あたりの
売上高減少額の４割

措置区域 措置区域以外

１日あたりの協力金
支給申請額

支給申請額（千円単位）

１日あたりの協力金
支給申請額

×

協力日数

支給申請額（千円単位）

×

協力日数

第７期・別紙５－１

【施設開業後１年未満の場合】開業日から要請日前日までの売上高で計算
（大企業等用）

ク×0.4※１円未満切り上げ

エ×0.3

※１円未満切り上げ

※売上高（税抜）を確認する書類

の提出が必要となります。

上記の開業日～要請前日の日数（定休日、休業日

含む）を記入してください。

オ÷３０日 ※１円未満切り上げ

※１円未満切り

上げ

差し引き（エ－カ） キとケのうち

いずれか低い額

（千円未満切り上げ）

※コはケの千円未満を切り上げ

コ×協力日数 サ×協力日数



支給額の計算が必要です。

施設ごとの飲食部門（テイクアウト・デリバリー分を除く）の売上高（税抜）を記入してください。

ア 入力例「2021/4/1」

イ 日

ウ 日

エ 円 オ 円 カ 円

キ 日

ク 円

ケ 円

コ 円 サ 円

シ 円

ス 円

セ 円 ソ 円

■該当する区域に「〇」を記入してください。

セ 円 ソ 円

日 日

円 円

売上高からテイクアウト・デリバリー分を除いている。

売上高から消費税を除いている（課税事業者のみ）。

■提出前に確認し、チェック（✔）を記入してください。

2021/9/12

第６期②

8/20～
9/12

8/4～
13

8/14～
19

要請区分 第１期 第２期 第３期 第４期

申請施設の開業日

要請日前日

第５期 第６期①

岡山市のみ

ー

令和３年９月の売上高（税抜）

令和３年９月の
一日あたりの売上高

協力日数

開業日から要請日前日
までの１日あたりの売上高

開業日から要請日前日
までの売上高（税抜）

上記時短・休業要請に応じた
期間（ウ）の売上高（税抜）

協力日数
計

20日間 10日間

差し引き売上高
＝

最大期間

全県
岡山市・
倉敷市

岡山市のみ

6日間 24日間

エリア
岡山市北区

の一部
全県 全県

10日間（１期あり）
15日間

14日間
18日間

期間
5/3～

16

5/14～31
6/1～

20
6/21～

30（１期あり）
5/17～31

施設ごとの協力金支給申請額計算シート

施設№ 施設名称（店舗名等）

上限20万円

措置区域 措置区域以外

１日あたりの協力金
支給申請額

１日あたりの協力金
支給申請額

× ×

１日あたりの協力金
支給申請額

上限20万円

開業日から要請日前日までの
１日あたりの売上高の３割

１日あたりの売上高減少額

１日あたりの
売上高減少額の４割

１日あたりの協力金
支給申請額

支給申請額（千円単位） 支給申請額（千円単位）

協力日数 協力日数

第７期・別紙５－２

【施設開業後１年未満の場合】開業日から要請日前日までの売上高で計算
（これまでの県の時短・休業要請に応じた期間を除く） （大企業等用）

シ×0.4※１円未満切り上げ

ク×0.3

※１円未満切り上げ

ケ÷30日

差し引き（ク－コ）
サとスのうち

いずれか低い額

（千円未満切り上げ）

開業日～要請前日

の日数（定休日、

休業日含む）を記

入してください。

※県の時短・休業要請に対して、実際に協力に応じた日数を記入してください。

※休業の場合は０と記載

（カ÷キ）

※１円未満

切り上げ

※セはスの千円未満を切り上げ

差し引き（イ－ウ）

※１円未満切り上げ

セ×協力日数 ソ×協力日数
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